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リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
lay talk 

 
 

の
り
子
の
週
刊
日
誌
―
主
な
も
の
ー 

９
月
１
８
日 

市
駅
前
・
吉
宗
像
宣
伝
、
会
議 

 

５
０
年
党
員
の
お
話
を
聞
く
会 

１
９
日 

事
務
所
整
理
、
地
域
訪
問 

 
 

２
０
日 

地
域
訪
問 

 

 
 

２
１
日 

地
域
訪
問 

 
 

２
２
日 

会
議 

 
 

２
３
日 

渡
辺
さ
ん
ご
苦
労
さ
ん
会 

 
 

２
４
日 

無
料
生
活
相
談 

 

 

  

 

 

安
倍
内
閣
は
戦
争
法
案
を
今
週
に
も
強
行
採
決
の
動

き
と
言
わ
れ
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
皆
さ
ん
に
届
く
頃
、
結
末

を
迎
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
廃
案
め
ざ
す
和
歌
山

市
の
団
体
は
１３
日
に
多
く
の
場
所
で
宣
伝
し
、
午
後
４
時

か
ら
集
会
と
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。
緊
急
で
し
た
が
６
５
０
人

が
参
加
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
共
産
党
の
堀
内
照
文
衆
院

議
員
が
発
言
。
和
歌
山
大
学
有
志
の
会
や
、
安
保
関
連
法

案
に
反
対
す
る
マ
マ
の
会
＠
和
歌
山
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、

戦
争
を
さ
せ
な
い
和
歌
山
委
員
会
な
ど
が
ト
ー
ク
し
た

あ
と
和
歌
山
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
関
西
の
青
年
・
学
生
、
高
校
生
、
障
害
者
ら
２
万

人
が
大
阪
御
堂
筋
を
パ
レ
ー
ド
と
か
、
広
島
で
は
７
０
０
０

人
で
「
Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ａ
Ｒ 

Ｎ
Ｏ 

Ａ
Ｂ
Ｅ
」
の
人
文
字
を
作
っ
た
．

そ
の
他
新
潟
、
福
井
、
名
古
屋
、
京
都
、
福
島
、
群
馬
…

と
、
例
を
見
な
い
日
本
中
の
行
動
。
１４
日
は
国
会
正
門
前

で
４
万
５
千
人
が
「
廃
案
」
の
声
を
上
げ
続
け
ま
し
た
。
国

会
前
は
連
日
緊
迫
の
動
き
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

安
倍
内
閣
は
１５
、
１６
日
に
公
聴
会
を
や
り
、
そ
の
直

後
に
強
行
採
決
を
企
む
。
公
聴
会
と
は
国
民
の
声
を
聞
き

審
議
を
充
実
さ
せ
る
も
の
。
す
ぐ
に
採
決
で
は
な
ん
の
た

め
の
公
聴
会
か
！
そ
も
そ
も
集
団
的
自
衛
権
と
は
日
本

人
の
命
を
守
る
の
で
は
な
く
、
米
軍
と
自
衛
隊
が
世
界
的

規
模
で
一
緒
に
戦
争
す
る
の
が
狙
い
。
日
本
人
よ
り
米
国

の
方
を
向
く
の
が
安
倍
内
閣
の
や
り
方
で
す
。(

編
集
室
） 

 

 

９
月
９
日
、
和
歌
山
市
滝
畑
に
建
設
予

定
の
安
定
型
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

計
画
に
対
し
、
近
畿
各
地
の
修
験
宗
派
の

代
表
者
ら
が
「
修
験
道
の
主
要
な
山
岳
修

験
道
場
で
あ
る
葛
城
修
験
と
し
て
、
極
め

て
重
要
な
霊
域
に
当
た
り
ま
す
。
宗
教
制

の
高
い
歴
史
的
・
文
化
的
な
山
容
が
傷
つ

け
ら
れ
、
付
近
水
質
の
変
化
、
河
川
の
環

境
汚
染
が
危
惧
さ
れ
る
。
建
設
は
許
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
建
設
反

対
の
要
望
書
を
和
歌
山
県
知
事
と
和
歌

山
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

仁
坂
吉
伸
知
事
は
要
望
を
受
け
「
県
の

林
地
開
発
の
許
可
基
準
が
あ
り
、
地
元
の

人
の
同
意
が
な
け
れ
ば
許
可
で
き
な
い
と

し
て
い
る
。
今
回
は
地
元
が
一
致
団
結
し

て
反
対
し
て
い
る
の
で
許
可
は
し
な
い
と
前

か
ら
言
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
地
元
が
反
対

し
て
い
る
限
り
、
県
と
し
て
も
許
可
で
き

な
い
と
明
言
し
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は
新

聞
各
社
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
局
も
取
り
上

げ
ま
し
た
。 

県
庁
と
市
役
所
を
訪
れ
た
の
は
、
修
験

道
天
台
宗
系
ト
ッ
プ
の
聖
護
院
門
跡
（
京

都
）
の
宮
城
泰
年
門
主
、
三
井
寺
（
大
津

市
）
の
福
家
俊
彦
執
事
長
、
真
言
宗
系
の

七
宝
滝
寺
（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）
の
東
條

仁
哲
管
長
ら
の
７
人
の
方
で
す
。
独
立
し

た
各
宗
派
の
指
導
者
級
が
共
同
で
要
望
に

出
向
く
の
は
極
め
て
異
例
の
事
だ
そ
う
で

す
。 数

年
前
に
大
雨
の
中
、
滝
畑
を
訪
れ
た

修
験
宗
派
の
方
々
に
産
廃
処
分
場
に
つ
い

て
話
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。
心
強
い
か
ぎ
り
で

す
。 

 

９月９日、仁坂知事（右）に要望

する修験宗派の代表者（左側）ら 

 

 

 

 
９
月
１
５
日
・
１
６
日
、
日
本
高
齢

者
大
会
が
和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
現
地
実
行
委
員
会
で
奮
闘
さ
れ

た
み
な
さ
ま
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。 

大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
和

歌
山
で
開
催
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

す
ご
さ
に
感
動
で
す
。
戦
争
法
案
を
強

行
に
す
す
め
る
安
倍
政
治
の
下
で
開

か
れ
た
大
会
は
熱
気
溢
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
記
事
は
１
日
目
を
終
え
て
書

い
て
い
ま
す
。 

私
は
初
め
て
参
加
し
た
大
会
で
数

多
く
あ
る
分
科
会
の
中
か
ら
、
「
今
風 

井
戸
端
会
議
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
選
び

ま
し
た
。
助
言
・
進
行
係
は
東
京
都 

議
を
さ
れ
て
い
た
福
井
典
子
さ
ん
で

す
。
重
い
障
害
を
も
っ
た
娘
さ
ん
と
と

も
に
障
害
者
運
動
を
す
す
め
、
認
知
症

の
夫
の
介
護
を
さ
れ
な
が
ら
高
齢
者

運
動
や
社
会
保
障
を
よ
く
す
る
運
動

を
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

北
海
道
や
関
東
は
じ
め
、
中
部
、
近

畿
、
四
国
、
中
国
地
方
な
ど
全
国
か
ら

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
高
年
齢
は

８
２
才
、
（
と
て
も
見
え
ま
せ
ん
）
で

し
た
。 

戦
争
法
案
ス
ト
ッ
プ
の
運
動
が
豊

か
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
伊

方
原
発
が
ど
ん
な
に
危
険
な
と
こ
ろ

に
建
っ
て
い
る
か
な
ど
直
接
お
話
を

聞
き
、
い
っ
そ
う
安
倍
政
権
を
変
え
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。 

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
学
び
、
考

え
、
討
論
し
、
行
動
に
移
し
て
い
る
こ

と
や
地
域
の
た
ま
り
場
づ
く
り
、
学
び

あ
い
と
交
流
の
広
が
り
を
つ
く
っ
て

い
る
お
話
は
大
変
参
考
に
な
り
、
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
草
の
根
の
和
歌
山

風
井
戸
端
会
議
を
広
げ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
奥
村
の
り
子
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県民文化会館大ホー

ルは満員で、第２会

場の小ホールもいっ

ぱい。 
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